
第10回ワクチンの研究開発、供給体制等の在り方に関する検討会  

日 時：平成18年6月21日（水）  

14：00～16：00  
場 所： 九段会館 真珠の間  

議 事 次 第  

議 題：  

1．「ワクチン産業ビジョン」に向けて  

2．その他  

配付資料：  

資料 A   前回議事要旨案  

資料 B   「ワクチン産業ビジョン（案）」の概要  

資料 C   「ワクチン産業ビジョン（案）」   



「ワクチンの研究開発、供給体制等の在り方に関する検討会」運営要綱  

1．目的   

ワクチンは、感染症予防の手段として我が国の保健衛生に貢献してきたが、近年の新型  
インフルエンザなどの新興・再興感染症等の新たな保健衛生上の脅威に対して、危機管理  
の観点から、ワクチン開発・供給体制を確保していくことが必要である。また、国産のワ  
クチンのみならず、医療上の要請により、外国で製造されたワクチンの使用が広がる可能  
性もあり、市場の国際化も進んでいる。   
このような情勢の変化の中で、一般の化学医薬品と異なり、需要に応じた増産等を短期  
間に行うことが難しいなどのワクチンの特徴を踏まえ、その安定供給を図りながら、品質  
確保のための努力をしていくことも不可欠である。   

本検討会においては、以上のような要請に応えうる、我が国のワクチンの研究開発、供  

給体制のあり方を検討する。   

2．検討課題  

（1）ワクチンの研究開発、製造・供給体制について  
（2）ワクチンの需要・供給の把握と安定的な供給について   

3．組織及び委員の構成  
（1）検討会は、委員概ね12人以下で組織する。  
（2）検討会の委員は、ワクチンに係る研究開発、臨床、製造・需給の関係者、学識経験   
（産業経済学）者、医療関係職能団体代表者及び都道府県代表者等から厚生労働省医薬   
食品局長が委嘱する。  

（3）委員の任期は、1年とする。但し、再任を妨げないものとする。   

4．座長  

（1）検討会に座長を置き、委員の互選によってこれを選出する。  
（2）座長は、会務を総理し、会を代表する。  
（3）座長に事故があるときは、あらかじめ座長の指名する委員が、その職務を行う。   

5．検討会の運営  
（1）検討会は、必要に応じ厚生労働省医薬食品局長が招集する。  
（2）検討会の運営に関し必要な事項は、厚生労働省医薬食品局長が座長と協議のうえ定  
める。  

（3）検討会は、公開で開催するものとする。   

6．検討会の庶務  

検討会の庶務は、医政局経済課の協力を得て、医薬食品局血液対策課において行う。   




